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2
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る

地
域
防
災
対
策
会
議
の
開
催

　
「
地
震
対
策
地
域
意
見
交
換
会
」に
引
き
続
き
、

７
月
か
ら
は「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
地
域

防
災
対
策
会
議
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

延
べ
79
回
開
催
し
、
２
，２
３
５
人（
地
域
代
表

者
１
，５
７
８
人
、
市
職
員
６
５
７
人
）が
参
加
し

た
こ
の
会
議
で
は
、
意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た
意

見
を
も
と
に
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
分
担

を
整
理
し
な
が
ら
、
地
震
対
策
の
課
題
や
対
応
方

法
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
地
震
対
策
⑨

話
し
合
い
の
結
果
を
、
具
体
的
な
取
り
組
み
へ

地
震
対
策
の
取
り
組
み
を
振
り
返
っ
て

４
月
か
ら
始
ま
っ
た「
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
地
震
対
策
」の
取
り
組
み
。

連
載
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
１
年
に
わ
た
る
地
震
対
策
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
ま
す
。
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災
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市
民
協
働
課
協
働
推
進
室　
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４
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３
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５
８

「市民と行政のパートナーシップによる地震対策」これまでの経過

4月～　市災害対策本部の各支部19地区で実施
地震対策地域意見交換会

津波被害軽減対策検討会・液状化被害軽減対策検討会

市災害対策本部での各種災害対応の見直し

7月～　各地域の地震対策の課題や対応方法を検討

今、ココ！「袋井市地域防災計画」の見直し（Ｈ24.3月）

パートナーシップによる地域防災対策会議

地震対策の新たな取り組みの骨子を策定（Ｈ23.12月）

1
地
震
対
策
地
域
意
見
交
換
会
の
開
催

　

地
震
に
対
す
る
不
安
や
地
域
の
課
題
、
そ
の
対

応
策
な
ど
に
つ
い
て
、
各
地
域
、
関
係
機
関
、
企

業
・
事
業
所
、
団
体
な
ど
と
意
見
交
換
を
行
っ
た

「
地
震
対
策
地
域
意
見
交
換
会
」。
昨
年
４
月
か

ら
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
は
、
市
災
害
対
策
本
部

の
各
支
部
19
地
区
で
、
延
べ
26
回
開
催
し
、
１
，

２
９
６
人（
地
域
代
表
者
１
，０
３
７
人
、
市
職
員

２
５
９
人
）が
参
加
し
ま
し
た
。

意見交換会で出された主な意見
①東海・東南海・南海連動型地震による
被害（震度・津波・液状化など）の規模
に対する不安

②災害弱者（子どもや要援護者など）の
把握や地震発生時の対応

③地震発生時の安否確認方法や避難方
法が決まっていないことへの不安

④浜岡原子力発電所の被災や爆発など
による被害への不安

地
域
独
自
の
取
り
組
み
も
進
展

　

地
域
防
災
対
策
会
議
で
、
各
地
区
の
課
題
と
問

題
点
、
新
た
な
防
災
対
策
の
具
体
的
な
取
り
組
み

が
報
告
さ
れ
る
中
、
地
域
独
自
の
地
震
対
策
の
活

動
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

海
岸
か
ら
１
・
５
㎞
以
内
に
あ
る
浅
羽
南
地
区

で
は
、
住
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
津
波
か
ら
命
を
守
る
幸
浦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が

５
月
に
設
立
さ
れ
、
15
回
に
わ
た
っ
て
会
議
や
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、「
浅
羽
南

（
幸
浦
）防
災
ま
ち
づ
く
り
構
想
」の
策
定
や
津
波

避
難
対
策
な
ど
に
つ
い
て
市
へ
の
提
言
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
川
井
東
自
主
防
災
隊
で
は
、
家
族
全
員

の
無
事
を
知
ら
せ
る「
黄
色
旗
」を
、
各
住
宅
の
軒

先
に
掲
げ
る
安
否
確
認
訓
練
を
毎
月
１
日
に
実

施
。
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
自
治
会

住
民
の
安
否
確
認
は
、
こ
の
ほ
か
に
も「
避
難
者

カ
ー
ド
」や「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」な
ど
、
各
自
主

防
災
隊
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
方
法
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

自 助
自分と家族

共 助
地域・自治会

公 助
行政機関

自分の命は自分で守る

行政機関による
防災活動

地域住民が
相互に助け合う

地震対策地域意見交換会 安否確認の「黄色旗」

津波発生時の一時避難施設使用に関する協定調印式
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3
地
域
の
課
題
・
問
題
点
の
抽
出
と

新
た
な
取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト

　
「
地
震
対
策
地
域
意
見
交
換
会
」や「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
地
域
防
災
対
策
会
議
」を
通

じ
て
、
各
地
区
で
は
様
々
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
地
区
の
課
題
や
問
題
点
と

し
て
１
７
５
項
目
、
新
た
な
防
災
対
策
の
具
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て
３
７
５
項
目
が
、
市
へ
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ほ
か
の
地
区
で
の
取
り
組
み
を
参
考

に
、
安
否
確
認
の
た
め
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
運
動

の
実
施
や
、
家
庭
内
の
家
具
転
倒
防
止
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
家
具
固
定
の
徹
底
運
動
を

実
施
す
る
地
区
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

地
震
対
策
の
取
り
組
み
が
着
実
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

話
し
合
い
の
結
果
を
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と

し
て
今
後
の
地
震
対
策
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

が
、「
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
地
震
対
策
」の
取
り
組
み
の
大
き
な
成
果
で
も

あ
り
ま
す
。

7
袋
井
市
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
内
容
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
、
袋
井
市
地
域
防
災
計
画
全
体
の
点
検
・
確
認

を
行
い
、
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
新
た
に
策
定
し
た「
地
震
対
策
の

新
た
な
取
り
組
み
骨
子
・
主
要
施
策
」を
重
点
的

に
推
進
す
る
た
め
の
見
直
し
も
行
い
、
３
月
22
日

に
開
催
す
る
袋
井
市
防
災
会
議
で
協
議
と
承
認
を

受
け
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
防
災
計
画
見
直
し
は
、
現
時
点

で
想
定
さ
れ
て
い
る
静
岡
県
の
東
海
地
震
第
３
次

被
害
想
定
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
の

防
災
基
本
計
画
の
改
定
や
静
岡
県
の
第
４
次
被
害

想
定
が
発
表
さ
れ
た
際
に
は
、
改
め
て
見
直
し
を

実
施
し
ま
す
。

新たな取り組み骨子・主要施策10項目
①津波被害への対策…津波避難計画の策定や津波避難

施設の整備など、津波対策を推進します。
②地盤災害（液状化被害など）への対策…「液状化ゾー

ニングマップ」の作成など、液状化対策を推進します。
③原子力災害への対策…情報収集・連絡体制整備や安

定ヨウ素剤の備蓄、啓発活動などを推進します。

5
津
波
・
液
状
化

被
害
軽
減
対
策
検
討
会
の
実
施

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
、
津
波
・
液
状
化
に
よ
る
被
害
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
学
識
経
験
者
や
県
と
市
の
関
係

者
、
地
域
代
表
者
ら
で
構
成
す
る「
津
波
被
害
軽

減
対
策
検
討
会
」と「
液
状
化
被
害
軽
減
対
策
検
討

会
」を
設
置
し
、
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

6
地
震
対
策
の

新
た
な
取
り
組
み
の
骨
子
を
策
定

　

12
月
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
震
対
策
の
取
り
組

み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
①
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
被
害
②
地
震
対
策
地
域
意
見
交
換
会
や
地

域
防
災
対
策
会
議
で
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
・
要
望
③
津
波
と
液
状
化
の
被
害
軽
減
対
策
検

討
会
で
の
検
討
結
果
の
３
つ
の
視
点
か
ら
、
地
震

対
策
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
地
震
対
策
の
新
た
な
取
り
組
み
の

骨
子
・
主
要
施
策
10
項
目
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

津波被害軽減対策検討会
津波対策関連施設の整備状況や防災計画の
内容確認から始まり、「袋井市津波避難計
画書」などを協議。今後も、さらに避難計
画の内容検討を進めていきます。

液状化被害軽減対策検討会
「液状化ゾーニングマップ」の作成、国によ
る「液状化対策技術検討会議」での対策工法
などの調査研究結果を踏まえた社会基盤施
設ごとの対策検討を進めています。

4
行
政
へ
の
要
望
事
項

　

各
地
区
で
の
話
し
合
い
で
は
、
地
区
の
課
題
や

問
題
点
と
併
せ
て
、
行
政
へ
の
要
望
事
項
も
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
２
０
６
項
目
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
中
で
は
、
発
災
前
・
発
災
時
・
発
災
後

そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
や
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▽新たな取り組みとして挙げられた項目

▽具体的な取組み
家具転倒防止、備蓄品（食料・飲料水）の
確保、自主防災活動マニュアルなどの作
成、家屋の耐震補強、災害時要援護者へ
の支援強化、防災台帳（世帯台帳・人材台
帳など）の作成など

行政の取り組み…142項目

地域の取り組み…122項目

家庭の取り組み…111項目自助

共助

公助

津波避難施設（避難タワー、「平成の命山」など）の整備を早期に実施してほしい

　現在、民間施設（アパートや事業所施設など）の一時避難施設としての使用に関する協定
締結や、公共施設などの既存施設を活用した避難場所の確保対策を図っています。
　また、今後実施する津波シミュレーションや新しい被害想定の内容などを踏まえなが
ら、浸水想定区域や避難困難地域を中心に、高台など避難場所の整備を進めていきます。

要望

回答

食料などの備蓄に加えて、仮設トイレや照明設備なども避難所ごとに整備してほしい

　すでに行っている防災備蓄品（食料・飲料水・毛布など）に加えて、仮設トイレや非常
照明灯設備、発電機付き投光機などについても、順次、追加整備を図っていきます。
　また、企業や事業所などとの災害時応援協定の締結を進め、緊急物資などの確保に
努めていきます。

要望

回答

NEW

NEW

NEW

④公共施設の地震対策
⑤一般住宅の地震対策
⑥防災関連施設・設備の整備
⑦地域防災力の強化

⑧医療救護の対策
⑨市民への広報啓発と情報伝達
の迅速化

⑩ライフラインなど今後の対策


